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【名前】 

ラブカ（カグラザメ目ラブカ科） 

【すむ場所】 

東京湾、相模湾、駿河湾など各所の深海。 

【大きさ】 

オスは全長 150 ㎝、メスは 200 ㎝ほどになる 

【当館で見られる場所】 

ラブカコーナー 

【特ちょう】 

サメのエラの数はふつう５対なのに対し、ラブカは６

対あります。また口が頭の前に開いていることや 3 本

の先がとがった歯など、原始的な特ちょうを持ちます。 

【担当学芸員から一言】 

成体標本はもちろん、卵や子どもの標本も展示してい

ます。普段は見ることのできない深海ザメの姿を、ぜひ

水族館でご覧ください。（K.Y） 

 

 
Q．魚の標本はどうやってつくるの？ 

魚類は、はく製標本などのように乾燥（かんそう）させて保存する

場合もありますが、多くは液浸（えきしん）標本にして保存されて

います。これは、標本にする魚をホルマリンやアルコールなどの薬

品の入った液体に入れて保存する方法です。しかし、ただ液に入れ

ればよいというわけではなく、入れる前にヒレを広げるなど魚体の

形を整え、番号を付けて採集場所などのデータが分かるように管理

して保存します。また、作成後も定期的に標本の状態を確認し、状

況によっては液の交換をしたり、足したりします。（Y.I） 

 

 

今月の 
いいね！ 

ラブカ 
－深き海の住人－ 

疑問にお答えします：魚の標本 

液の追加作業 

当館で展示中のラブカの標本 
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みなさんはデンマークの作家であるハンス・クリスチャン・アンデル

センの童話「人魚姫」をご存じですか。絵本などで一度は読んだことが

あるのではないでしょうか。「人魚姫」は海の中で暮らす人魚のお姫様

と人間の王子様との報われない恋を描いた作品ですが、実は当館にそ

の人魚姫がいます。エントランス広場の池にあるマーメイド像です。こ

の像は 1971 年 5 月 29 日にデンマークの首都であるコペンハーゲン

の市長から博物館に贈られました。設置から 50 年以上経ちますが、今

も来館者をお出迎えしています。 

そのようなマーメイド像が、なぜ当館に贈られたのか。その理由は、

昔から続くデンマークと東海大学との深い関係性にあります。東海大

学の創立者である松前重義博士は、1934 年にデンマークを訪れ、各

地の国民高等学校を視察しました。そこで行われている教育がこの豊

かな国の原動力となっていることを知り、教育を基にした平和国家日

本を築くことを決意します。その国民高等学校の教育精神を東海大学

の母体となる望星学塾の教育に反映させ、1942 年には学園を創立し

ました。そして翌 1943 年には、当館のある静岡県清水区三保（旧静

岡県清水市三保）に東海大学の前身となる航空科学専門学校を開設し

ました。東海大学の歴史は清水の地から始まったのです。 

当館のマーメイド像はデンマークと東海大学の交流のシンボルであ

るのと同時に当館の歴史の証人でもあります。今後も私たちを見守っ

てくれることでしょう。（S.T） 

 

 
サンゴ、特にイシサンゴの仲間は、一般に暖かい海で見られ、当館近

くでは黒潮の影響が強い伊豆半島で見かける生き物です。ところが

2024 年 3 月に清水港内を潜っていると、海底にうす緑色の小さなか

たまりがチラリと眼に入りました。近くまで潜って観察すると泥が積

もった岩に直径 4 ㎝程の褐色のサンゴの群体が張り付いていました。

30 年近く清水港周辺の生物を観察してきましたが、初めてイシサンゴ

の仲間を見つけました。 

このサンゴは、キクメイシモドキ Oulastrea crispata だと思われま

す。石灰質の骨格が菊の花のように見える別種のキクメイシに似てい

ることから、この名前がついています。大きくなっても直径 10 ㎝程

で、泥がたまりやすい内湾などに見られます。この群体も泥の海底に 

1 つだけポツリとありました。日本では千葉県の勝浦や新潟県の佐渡

島以南で見ることでき、イシサンゴ類の中ではかなり北にまで分布す

る種類です。清水港内の水温は、冬場になると 10℃近くまで下がって

しまいます。また、この場所は水深が浅くて潮の流れもあまり良くあり

ません。そのため夏場は水温が 30℃以上になりますし、雨が多いと淡

水も流れ込みます。キクメイシモドキだからこそ、この厳しい環境を耐

えることができたのだと考えられます。 

現在、サンゴは海水温の上昇における白化現象などが問題となって

おり、環境変化の指標のようにもなっています。発見したサンゴがいつ

頃から清水港内で生息しているかはわかりませんが、今後もこのサン

ゴの観察・調査を行っていきたいと考えています。（F.N） 

 
 

 

あれこれ 

清水港で見られたサンゴ コラム 

現在のマーメイド像 

キクメイシモドキと思われる群体 

菊の花のような骨格 

人魚姫 マーメイド！ 
 

※生物の状況により展示を急遽中止する場合があります。予めご了承ください。 

設置当初のマーメイド像 


